
会議録 

会 議 の 名 称 令和６年度 第１回あま市社会教育審議会 

開 催 日 時 令和６年５月２８日（火）午前１０時から 

開 催 場 所 あま市役所 Ｃ会議室 

内 容 

１ 教育長あいさつ 

２ 会長、副会長の選出について 

３ 会長あいさつ 

４ 令和５年度生涯学習事業報告について 

５ 令和６年度生涯学習事業計画（案）について 

６ その他 

会 議 資 料 

会議資料（PDF） 

・資料 1 令和５年度 社会教育事業報告 

・資料 2 令和５年度 社会体育事業報告 

・資料 3 令和５年度 文化振興事業報告 

・資料 4 令和６年度 社会教育事業計画（案） 

・資料 5 令和６年度 社会体育事業計画（案） 

・資料 6 令和６年度 文化振興事業計画（案） 

・資料 7 令和６年度 社会体育施設利用団体登録数種目別競技人口一覧表  

・資料 8 令和６年度 会議研修会等への参加依頼予定表（案） 

公 開 ・ 非 公 開 の 別 

(非公開の場合はその理由) 
 公開 

傍 聴 人 の 数 

(公開した場合) 
 ０人 

出 席 委 員 

近藤哲夫会長、大西純滋副会長、田中裕美委員、中村伸二委員、

長澤弘宣委員、山本正子委員、石塚建伸委員、柴田友弥委員、

濱島玲子委員、佐藤典子委員、高橋雅和委員 

欠 席 委 員 １人 

事 務 局 

（教育委員会）伊藤克仁教育長 

（教育部）鎌倉崇志教育部長 

（事務局）内山伸也生涯学習課長、小関勝スポーツ課長、 

小出敏夫生涯学習課主幹、栗原一成スポーツ課主幹、近藤博

生涯学習課主幹、田口健次郎スポーツ課主幹 

担当職員８名 

会議の経過 

１ 伊藤教育長よりあいさつ 



２ 会長、副会長の選出について 

  委員の互選により、近藤哲夫委員が会長に、大西純滋委員が副会長に選出された。 

 

３ 近藤会長よりあいさつ 

 

４ 令和５年度生涯学習事業報告について 

  社会教育事業報告について、生涯学習課担当より報告 

社会体育事業報告について、スポーツ課担当より報告 

文化振興事業報告について、生涯学習課担当より報告 

（会長） 

  令和５年度生涯学習事業報告について、承認していただけますか。 

 （委員） 

  承認。 

 

５ 令和６年度生涯学習事業計画（案）について 

  社会教育事業計画（案）について、生涯学習課担当より説明 

社会体育事業計画（案）について、スポーツ課担当より説明 

 文化振興事業計画（案）について、生涯学習課担当より説明 

（会長） 

  令和６年度生涯学習事業計画（案）について、承認していただけますか。 

 （委員） 

  承認。 

 

６ その他 

  令和６年度社会体育施設利用団体登録数種目別競技人口一覧表について、スポーツ課

担当より説明 

  令和６年あま市社会教育委員の会議研修会等への参加依頼予定表（案）について、生涯

学習課担当より説明 

 

＜主な質疑応答＞ 

（委員） 

講座事業費として、予算はどれくらい使っているのか。費用対効果として、参加人数に

対しての費用がどうなっているのか知りたい。また、前年度と比較して参加人数がどの

ように推移しているか。それから、社会体育事業の中でスポーツ観戦事業があるが、令

和６年度の方には省かれていました。結構良いのではないかと思うのですが、６年度は

なぜやらないのか。 

（質問） 

① 生涯学習講座の予算額について（保険料は入っているのか） 

② 前年度との利用状況推移について 



③ スポーツ観戦事業について 

（回答）【生涯学習課】 

① 令和５年度の講座事業費として、講師謝礼となる報奨費、託児に対する委託料を始

めとしました予算額はおおよそ２４０万円程度となります。なお、保険料につきま

しては公民館それぞれが公民館総合保障制度という保険をかけております。例えば、

講座受講中に怪我をされた場合は加入する公民館総合保障制度で対応するため、講

座事業費としての保険料の予算計上はしておりません。 

② 施設により差はありますけれども、七宝公民館については、ほぼ横ばいとなってお

ります。また、甚目寺公民館につきましてはコロナ禍の収束により、ホールの利用

等が伸びたことによって約２７，０００人の増となっております。また、美和公民

館につきましては旧庁舎解体工事による影響で講堂兼体育場の利用が減ったこと等

により約７，０００人の減となっております。 

（回答）【スポーツ課】 

① スポーツ教室の方でお話させていただきますと、資料２０ページから２１ページに

なりますが委託で実施させていただいていますので事務事業委託料、参加者に対す

る傷害保険料、また、今年度始めて親子体操教室に付けさせていただいた託児の委

託料となっています。 

② 参加状況につきましては、子どもが参加する講座はなかなか伸び悩んでいる傾向で

すが、例外で毎年行っている小学生夏休みスポーツ教室は３倍近い申し込みがあり

ました。また、成人に関しては軒並み増加傾向でコロナ禍の収束で体力の低下を気

にされている方の受講が増加の要因になってきているのかなと思います。 

③ スポーツ観戦事業につきましては、甚目寺総合体育館でＢリーグの公式戦が行われ

た経緯で実施させていただいた事業となります。令和５年度のみ枇杷島スポーツセ

ンターにおいて、特別に開催させていただきました。                    

（委員） 

社会教育の振興、生涯学習の推進、創造的な人材の育成の 3本柱がですね、非常によ

く、内容が反映された事業だと思います。ありがとうございました。 

（質問） 

    ５６ページのＢＭＸとモルックの体験会について教えてください。 

（回答） 

６月９日のラジオ体操が終わった後に駐車場及び野外ステージ前の広場で行います。

ＢＭＸに関してはオリンピックの競技になっておりまして、名古屋で活動されている

勅使河原氏を講師としてお招きしております。当日４回（9時・10 時・11 時・12 時）、

ＢＭＸの競技用の自転車に乗って体験していただくものとなっています。また、モル

ックに関してはあまスポーツクラブでモルック教室を行っていまして、そちらの方に

お願いしております。外ではありますがルールを説明してから投擲していただいて体

験していただくものとなっています。 

（委員） 

   パラスポーツとインクルーシブスポーツはどう違うのでしょう。簡単で結構です。 



（回答） 

インクルーシブスポーツというは誰もが一緒に楽しめるスポーツです。 

（委員） 

時間が無いので結構です。良く聞かれると思うのですが。これからどんどん出てくる

かと思いますが、パラスポーツは障がい者向けのスポーツ。インクルーシブがどうい

ったものなのかと言うと、これは線引きが非常に難しいのですよね。インクルーシブ

の人がパラスポーツに入らないのかというような事を今我々の方も、スポーツ推進計

画の方で、いろいろと検討しているところなのですけど。こういったところが非常に

難しいということで違いをご存じであれば簡単に教えて欲しいなと思いました。あり

がとうございました。 

 

 

 

                                    以上 

 


